
ご本尊 阿弥陀如来　（あみだにょらい）

主寺 増上寺（東京都 港区）

金戒光明寺（京都府 京都市）

知恩寺（京都府 京都市）

清浄華院（京都府 京都市）

善導寺（福岡県 久留米市）

光明寺（神奈川県 鎌倉市）

宗祖 法然房源空 （ほうねんぼうげんくう）

長承二（一一三三）年四月七日美作国久米南条

稲岡庄　現在の岡山県に生まれた

建暦二（一二一二）年一月二十五日、

八十歳で亡くなる

開宗 承安五（一一七五）年

お題目 南無阿弥陀仏

総本山 知恩院（京都府京都市）



伝教大師最澄　（でんきょうだいしさいちょう）
神護景雲元（七八七）年八月十八日滋賀県の

琵琶湖近くで生まれる

弘仁十三（八二二）年六月四日、五十八歳で亡くなる

マナー

数珠の種類・掛け方

焼香
回数の決まりは特にありません

おし頂いて一回～三回

仏壇

浄土宗独自の珠数の数珠で二連（二つの輪がつながっている）になっ
ています。日課数珠とも呼ばれ、念仏の数を数えやすく、念仏の数を
大事にする浄土宗ならではの形です。

合掌した両手の親指に、数珠が手前にくるようにかけます。
房は親指手前下に垂れるようにします。


